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１．研究計画の概要 （１）食草の違いがルイヨウマダラテントウ

の生活史に及ぼす影響。  食植性昆虫の「食草の変換」は単に新しい
食草を認知し摂食出来るかという生理的な
レベルの解析で理解できるような単純な現
象ではなく，微小生息地の選択、産卵や休眠
のタイミング、同じ餌資源を争う他種との競
合など、昆虫の生活史全般に影響を及ぼす複
数の現象の複合体（シンドローム）であり、
食草変換が昆虫の生活史の様々な局面に同
時進行的に影響をあたえることによってた
だちに完全な生殖隔離がひき起こされる、す
なわち種分化が完了すると考えることがで
きる。そこで本研究ではこの仮説の検証を、
研究の蓄積のあるマダラテントウ類とハム
シ類を材料として試みる。具体的には、「食
草の違い」が食植性昆虫の生活史のどのよう
な局面に影響し、どのような形で生殖隔離に
寄与するかを野外調査、交配・飼育実験、分
子マーカーによる解析をとおして要因別に
詳細に評価し、食草変換が引き起こすシンド
ロームの内容と個々の要因が生殖隔離に及
ぼす影響の相対的な大きさを把握する。特に、
昆虫とその食草の季節消長の一致・不一致が
食草選択、ひいては生殖隔離の重要な要素と
なるという可能性に注目し、網室を利用した
実験や季節の明瞭な温帯（日本）と季節性の
不明瞭な熱帯（インドネシア）に生息する種
の食草利用パターンの比較など、いくつかの
方法によって解析する。 

（２）食草の生活史の違いがオオニジュウヤ
ホシテントウ種群近縁３種の生殖隔離と同
一地域における共存に及ぼす影響。 
（３）アジア熱帯におけるニジュウヤホシテ
ントウの食草利用の多様性。 
（４）Henosepilachna sp.3 の食草利用とホ
ストレース間の生殖隔離。 
 このうち、項目（１）に関しては、ルイヨ
ウマダラテントウが著しく異なる季節消長
を示す複数の食草の生活史に可塑的に対応
していること、そこに条件付け等の要因が加
われば容易に集団間の隔離が生じうること
が示唆された。（２）に関しては、当初企画
していた野外網室を用いた食草交換実験が、
予期しない食草の状態悪化の為に計画初年
度のみで中断を余儀なくされたが、室内実験
によってそれにかわる大きな成果が得られ
た。すなわち、地域ごとに著しく分化してい
るアザミの種の違いがテントウの食草選択
に大きな影響を及ぼしており、それが複数種
の共存の可否を決定している可能性が浮か
び上がって来た。（３）に関しては、インド
ネシアには食草を変更する様々な段階にあ
るニジュウヤホシテントウ集団が存在する
こと、西ジャワにおいては過去十数年の間に
食草の拡大という小進化が進行したことが
明らかになった。（４）に関しては、異なっ
た食草に依存する本種の２品種が食草の違
いのみによってほぼ完全に生殖的に隔離さ
れていることが野外調査、飼育実験、DNA
解析によって証明された。更に、当初は予想

 
２．研究の進捗状況 
 本研究課題では、当初、以下の４項目を研
究の柱として設定した。 



していなかった成果として、日本産のキクビ
アオハムシがホストレースを分化させつつ
あること、本種と前述の Henosepilachna 
sp.3 において、食草変換が独立に何度も生じ
ていることが明らかになったことがあげら
れる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している： 
 前述のように、日本国内、インドネシア双
方における研究は順調に進んでおり、その成
果は８件の論文、３７件の学会発表として公
表した。また、生殖隔離に関与する様々な要
因を定量化した研究を含む数編の論文が査
読段階にあり、更にテントウムシ科、マダラ
テントウ亜科の系統解析を含む数編の論文
を準備中である。当初計画案のうち、野外網
室を用いた食草交換実験を中断しているの
が唯一計画案からの変更だが、それにかわり、
アザミの種の違いがテントウの食草選択に
大きな影響をおよぼしていることやキクビ
アオハムシがホストレースに分化している
こと等、当初は予想していなかった新知見が
得られている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究課題があげた食草変換が生殖隔離
におよぼす効果については豊富な事例を得
ることが出来た。とりわけ、食草変換が直ち
にほぼ完璧な生殖隔離を生み出すことを十
分に説得力のあるデータによって証明した
ことが大きな成果だと考えている。また、ル
イヨウマダラテントウが、食草の生活史に対
応して可塑的に自身の生活史を調整してい
る可能性が示唆された点も重要である。この
ような例は従来全く知られていない。 
 最終年度である 2009 年度はいくつかの項
目について研究を継続するとともに、結果の
とりまとめと論文執筆に時間を割く。また、
本研究課題では実施しなかった食草変換に
関与する遺伝子の探索と、本研究課題から明
らかになった複数の地域における平行的食
草変換に関する研究を始動する。そこから得
られた予備的な成果をもとに、本研究課題を
引き継ぐ新しい研究課題の展開をはかり、適
応的種分化に関する議論を深めたいと考え
ている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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